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原 論 文 名 は、Jakub Čapek, Les apories de la liberté bergsonienne（in Annales Bergsoniennes II, 
P.U.F., 2004.）である。フレデリック・ウォルムスの編集した『ベルクソン年報 I、II』（2002 年
















	 原文の斜体での表現は <> で区切って示している。以下同じ。
2	 ここでの対照は、のちに触れるように図と地の対照であるのでこの effet は結果ないしは効果の意を含むと考え
られるものの、訳語としては効果として示すことにする。






























































































< 見る > ことが出来ない対象 < であろ > うとしたからである。》次に、《直接的なもの》につい
てである。《変化してしまうのは、直接的なものの概念そのものである。印象、主観と一体とな
った対象はもはや直接的ではなく、意味、構造、諸部分の自然発生的な配列が直接的なものとな











	 邦訳メルロ = ポンティ『知覚の現象学』、竹内芳郎他訳、みすず書房、967 年、30-3 頁。論文紹介の他の部分
との関係等から、当訳文を参照しながらも引用者の判断で訳語を変更している場合がある。
2	 同上　-2 頁














自由は < 事実 > ではなく、< 現象 >4 である。著者は、ベルクソン哲学の自由を < 感情 >、< 事
実 > の側にあるものと見ており、それに対して著者の理解した現象学の立場では、自由があり




これに対して、ベルクソン哲学の自由を「自由の < 表現 >」と捉え、ベルクソンの自由に現
代という時代における重い意味を見るように思われるのが、Chédin の「『試論』における可能性
と自由」（990 年）である。ベルクソンの自由には、「作品が、著者ともっぱら作品だけを表わ












5	 Jean-Louis Chédin, Possibilité et liberté dans l’Esaai in Bergson : naissance d’une philosophie, P.U.F., 990., p.95.
6	 Ibid., p.96.
7	 Guy Lafrance, La liberité et la vie chez Bergson in Revue Internationale de Philosophie. 2/99-n077-p.32.
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が一致しない理由について二点述べている。一つは、ベルクソンにおいては、「革新的である連
続性の中で絶えず修正される深い自我と、自由の同一視」8 があるのに対し、いわゆる自由意志は、
「自由行為の運動の中に断絶を導入する」ことである。選択する能力を考えるとき、そこに連続
性ではない断絶が入り込むと Lafrance は見ているようである。他の一点は、「予め決定された可
能的なものの間で選択が行なわれる」9 ことである。「予め決定された」というところが恐らく問
題なのである。
なお、Čapek が、『物質と記憶』に関して、ベルクソンは日常的な選択においてある形の自由
を見る気になっている、すなわち我々の記憶は我々に幾つもの行動を可能的なものとして提示す
ると言っていた点に関し、Lafrance も自由と脳や記憶との関係について触れている。「自由は」、
「ベルクソンが脳と神経系に認める役割が示すように体の機能と緊密な関係にある。」20「ベルクソ
ンが、記憶と知覚の現象において働いているのを見るような自由は、空間と時間の中で展開され、
かくして有機的な生を表現する自由である。その生が蓄積される過去を決して忘れることなく、
選択し創造することからなる限りにおいて。」2
なお、最後に	（）の bで、ベルクソンの自由は意志的ではないとČapekがほぼ断定しているのは、
これも検討の余地があるように思われる。『試論』に限っても、内的因果を語るところで、努力
感という表現が出てくる。直ちに明確にすることは難しいにしても、これは意志的なものに近く
ないであろうか。
（ひらのかずひこ　現代思想文化学・博士後期課程）
「キーワード」
自由、選択、絶対、図と地、現象
8	 Ibid., p.3.
9	 Ibid., p.32.
20	 Ibid., p.34.
2	 Ibid., p.36.
